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はじめに（ディープテック・スタートアップの定義）
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①インド政府の捉え方

「国家ディープテック・スタートアップ政策」（NDTSP）草案による特徴付け（定義ではない）

⚫ 初期段階の技術を含む。

⚫ 新たな知見、あるいは複数の分野の知識の組み合わせ。

⚫ 知的財産を創出し所有することが可能。

⚫ 技術的・科学的に大きな不確実性

⚫ 長期の開発期間と高い資本集約度

＜ディープテックSU以外のスタートアップ＞

➢科学技術ではなく主にビジネスモデルがベース。

➢容易に生産や複製が可能な技術に依拠。

本調査の主要概念であるディープテックの定義は、いまだ学会等で統一したものは形成されるに

至っていないが、本調査では、R6年度と同様に「基礎研究成果に由来し、長期・多額の投資を要

するラディカル・イノベーションをもたらす技術」とした。

なお、参照したデータには、データ提供企業等がそれぞれで定義したものが含まれる点、留意が必

要。参考として、インド政府及びインド産業界のディープテックSUの捉え方の例を以下に示す。

②産業界の捉え方例

「インド・ソフトウェア・サービス企業協会」（NASSCOM、会員企業数3,000社超）の定義

⚫ 先進技術を活用し、複雑で未解決の問題に対する革新的なソリューションを創出したり、科学や工学の基礎

に根ざしたより高度なテクノロジーを創造している企業。（ディープテックSU）

⚫ 基礎研究に裏付けられた新製品やサービスを開発。科学の進歩を伴う新たな知的財産を創出している企業。

（独創的なディープテックSU）

NASSCOMウェブサイトより
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1 ．インドのスタートアップの世界における位置付け
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1.1 世界のSUおよびディープテックSUの状況
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出典：EY ストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社. 令和5年度グローバル・スタートアップ・キャンパス構想関連調査成果報告書. 

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局, グローバル・スタートアップ・キャンパス構想に関する有識者会議（第5 回）資料3-1, 2024 年4 月26 日

■ 世界のスタートアップ数とディープテック・スタートアップ数、インドはいずれも第5位

➢ 2024年1月時点の世界のスタートアップ数は、米国が最多の約13.0万、次いで中国が約3.2万、インドは第5位の約1.3万

社となっている。

➢ ディープテック・スタートアップ数も第7位まではスタートアップ数と同じ順位であり、第1 位が米国の約5.3 万社、第2位が中

国の約1.6万社、インドは第5位で約0.5万社となっている。

イ
ン
ド

＜令和6年度調査報告書データの振り返り＞ （1.1項、1.2項）

図表1.1 スタートアップおよびディープテック・スタートアップの国別数（2024年1月）
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1.1 世界のSUおよびディープテックSUの状況
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出典：内閣官房グローバル・スタートアップ・キャンパス構想推進室. “スタートアップ・エコシステム

の現状と課題（ディープテック分野を中心として）.” グローバル・スタートアップ・キャンパス構想

に関する有識者会議（第2 回）資料4, 2023 年12 月13 日

■世界のディープテックSUの業種別投資の状況、世界・インド共にAIが第1位

➢ 世界のディープテック6 分野（AI・機械学習、気候技術、仮想通貨・ブロックチェーン、ロボット工学・ドローン、宇宙技術、

医薬・バイオ）へのVC投資額の推移は、2021年から2022年にかけて世界的に減少しているものの、2013年以降概ね堅

調に増加しており、過去10年間の第1位はAI・機械学習、第2位は医薬・バイオである。

➢ データは異なるが、2025年に設立されたインドのディープテックSUの84％がAI、資金調達の91％を占めている。

図表1.2 世界のディープテックSUの投資額推移（分野別） 図表1.3 インドのディープテックSUの割合

（分野別件数・投資額）

出典：Indian Tech Start-up Report 2025

“Momentum to Maturity: India’s Startup Ecosystem 

at a Strategic Inflection Point”（Nasscom/Zinnov）

AIはディープテックSUの84%、ディープテック資金

調達の91%を占めている（2025年に設立された

ディープテックSU550社以上の割合）。
（複数分野に分類されるため合計は100%にならない。）

AI

IoT

Big Data

その他

■ 件数の割合

■ 投資額の割合

3Dプリンタ、ドローン、ロボット等
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1.2 世界のユニコーン/ディープテック・ユニコーンの状況
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図表1.5 ユニコーン数がスタートアップ総数に占める割合（2024年1月）

図表1.4 ユニコーン数（2023年12月）

1位：米国 979

2位：中国 316

3位：インド 103

スタートアップ数やディープテック・スタートアップ数

とは異なり、インドが欧州主要国よりも上位。

1位：中国 0.99％

2位：インド 0.82％

3位：米国 0.76％

◼ 国別ユニコーン数でインドは第3位。ユニコーン数がスタートアップ総数に占める割合は第2位。

出典：EY ストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社. 令和5年度グローバル・スタートアップ・キャンパス構想関連調査成果報告書. 

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局, グローバル・スタートアップ・キャンパス構想に関する有識者会議（第5 回）資料3-1, 2024 年4 月26 日



Copyright © Japan Science and Technology Agency

1.2 世界のユニコーン/ディープテック・ユニコーンの状況
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◼ 国別ディープテック・ユニコーン数でインドは第3位。ディープテック・ユニコーン数がディープテックSU総数
に占める割合も第3位。

図表1.6 世界のディープテック・ユニコーン数（2023年10月）

図表1.7 ユニコーン数がスタートアップ総数に占める割合：ディープテック（2024年1月）

出典：EY ストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社. 令和5年度グローバル・スタートアップ・キャンパス構想関連調査成果報告書. 

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局, グローバル・スタートアップ・キャンパス構想に関する有識者会議（第5 回）資料3-1, 2024 年4 月26 日

1位：米国 534

2位：中国 189

3位：インド 37

上位2か国と第3位以下とでは大きな違い

が見られる。

1位：中国  1.15％

2位：米国  1.01％

3位：インド 0.77％
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2. インドのディープテックSU政策の動向
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2.1 政策動向（全般）
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国家ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・SU

政策（NISP）

国家ディープテックSU

政策（NDTSP)
国家政策

ファンドオブファンズ

（FFS）

インド・シードファンド

スキーム（SISFS）
SAMRIDHスキーム CGSSスキーム

MeghRaj

イニシアティブ

AIRAWAT
（国家AIミッション

の事業）

◼ ディープテックを含むスタートアップ促進のための政府イニシアティブとして、ファンディング、研究

インフラを含め重層的なスキーム/ミッション等が打ち出されている。

出典：政府サイト及び”Road to Recovery, Indian Tech Startup landscape 2024”, APRIL 2025, NASSCOM/Zinnov等を基に整理。

国家量子

ミッション

国家AI

ミッション

RDIスキーム

SAMRIDH: Startup Accelerator of MeitY for Product Innovation, Development, and Growth。ソフトウェアSUを支援するMeitYのフラッグシッ

ププログラム。 2021年8月開始。

CGSS: Credit Guarantee Scheme for Startups。スタートアップ向け信用保証制度。DPIIT認定スタートアップへの融資に対する信用保証を提

供。2022年10月開始。2025年5月、保証範囲の上限を1億ルピーから2億ルピー（約3億4千万円）に拡大することを通知。

MeghRaj:     ガバメントクラウド。すべての政府機関にクラウド経由でICTサービスを提供。

AIRWAT:      インド先進コンピューティング開発センター(C-DAC)が運用するAIスーパーコンピューター。

RDI:    Research Development and Innovation。民間主導のイノベーション環境の構築、ディープテック・ファンド・オブ・ファンズの創設を目指す。

国家半導体

ミッション

国際SU協力

イニシアティブ

ISMに基づく

開発補助金等

上記以外にも、スタートアップ・エコシステム強化のための様々な施策がセクター別及び省庁レベルで展開されている。

図表2.1 政府のイニシアティブと主要スキーム/ミッション等

資金調達

R&D/インフラ
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2.2 主要政策（国家政策）
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◼ディープテックSUに特化した「国家ディープテックスタートアップ政策（NDTSP）草案」を発表。

（2023年9月）

国家ディープテック・スタートアップ政策コンソーシアムが発表したディープテック・スタートアップに関わる包括的政策。第３版が

公開され、2023年9月15日までパブリックコメントの募集が行われた。（現時点で草案のまま）

【ポイント】

⚫ NDTSPは、2016年に打ち出された国家イノベーション・SU政策である「Startup India」政策のプログラム、イニシアチブを補

完し、付加価値を高めるもの。

⚫ 明確な政策介入を通じてディープテックSUが直面する課題に対処し、有効なエコシステムの構築を目指す。

⚫ イノベーション、経済成長、社会の発展を促進する上でディープテクノロジーが重要な役割を果たすことを認識、インドで台頭

するディープテック・スタートアップ・エコシステムの基盤を築く。

⚫ ９つの優先領域を設定

① 研究・開発・イノベーションの育成

② 知的財産制度の強化

③ 資金調達へのアクセスの促進

④ 共有インフラと資源共有の実現

⑤ 規制、基準、認証の創出

⑥ 人材の確保と能力開発の促進

⑦ 調達と採用の促進

⑧ 政策とプログラムの相互連携の確保

⑨ ディープテック・スタートアップの維持。

出典：首席科学顧問室National Deep Tech Startup Policy (NDTSP)ウェブサイトを基に整理
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2.2 主要政策（国家政策）
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◼重要技術分野を推進する各国家ミッションの下で、様々なディープテックSU支援が行われている。

（2024年3月承認）

⚫ AI能力の強化に5年間で1,037億ルピー（約1,800億円）を割り当てる。

⚫ AIイノベーションを促進する包括的なエコシステムの構築を目指す。

⚫ IndiaAIミッションの下、18,693個のGPUを搭載したハイエンドのコンピューティングインフラの構築を目指す。

⚫ 7つの柱のひとつにスタートアップファイナンスを掲げ、インドのAIエコシステムの構築を加速。ディープテックAIスタートアップを支

援・促進する。

（2023年4月承認）

⚫ 2023年度から2030年度までの総予算額は600億3,650万ルピー（約1,000億円）。

⚫ 超伝導技術や光子技術といった様々なプラットフォームを用いて、8年間で50～1000物理量子ビットの中規模量子コンピュー

タの開発を目指す。

⚫ 原子システムにおける高感度磁力計、高精度計時、通信、ナビゲーションのための原子時計の開発に重点。

⚫ 量子技術のイノベーション促進と開発加速のため、スタートアップ企業と積極的に連携。

（2021年12月承認） 2026年2月、ISM2.0を新たに発表

⚫ ISM1.0（ISM2.0に対して従来のISMはISM1.0と称される）は、強力な半導体・ディスプレイ・エコシステムを構築し、インドを

エレクトロニクス製造・設計のグローバルハブとして位置付けることを目指す。予算規模は7,600億ルピー（約1兆3,000億円）。

Design Linked Incentive（DLI）スキームにより半導体設計スタートアップ企業を支援。

⚫ ISM2.0では、インドにおける半導体製造装置と材料の生産、インド独自のフルスタック型半導体知的財産基盤の設計、国

内および世界のサプライチェーンの強化に重点。2026～2027年度予算は、100億ルピー（約170億円）。

出典：各ミッションウェブサイトを基に整理

AIミッション

国家量子ミッション

インド半導体ミッション
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2.2 主要政策（資金調達）
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◼革新的な技術主導SUを支援するための大型ファンド“Startup India Fund of Funds 2.0”

を設立（2026年2月）

ディープテック、技術主導の革新的な製造スタートアップ、初期成長段階のスタートアップを支援するための基金。2016年に

開始したFund of Funds for Startups（FFS 1.0）に続くもので、総額 は1000億ルピー（約1千700億円）。

【ポイント】

⚫ 長期的な国内資本の動員、ベンチャーキャピタル・エコシステムの強化、全国におけるイノベーション主導型起業の支援により、

インドのスタートアップをさらなる成長段階へと加速することを目的としている。

⚫ 以下のことを支援するため、対象を絞ったセグメント別の資金提供アプローチを採用している。

➢ディープテック及び技術主導の革新的製造業の支援

➢成長初期段階の創業者の支援

➢全国的な展開による主要都市以外への投資促進

➢高リスク資本不足への対応（自立と経済成長の促進に重要な分野を優先）

➢国内ベンチャーキャピタル基盤の強化

⚫ インド経済の強靭性を強化し、製造能力を向上させ、質の高い雇用を創出し、インドをグローバルなイノベーション・ハブとして

位置付けることに貢献するとしている。

＜大学レベルでのファンド設立の動き＞（IIT-Bombai校／ IIT-Madras校の例）

➢ 政府系ファンドのほか、大学レベルでもディープテックSUを対象としたファンドを設置する動きが見られる。例えば、IIT-Bombai校(IIT-B)では、

2025年12月、同校のインキュベータ組織であるSociety for Innovation and Entrepreneurship(SINE)がインド初のディープテック・ベンチャーキャ

ピタル(VC)ファンド「Y-Pointベンチャーキャピタルファンド」（総額は25億ルピー）を設立したと発表した。

➢ IIT-Madras校でも2026年2月、IITマドラス研究パーク（IITMRP）とユニコーン・インディア・ベンチャーズが、60億ルピーのディープテクノロジーファン

ド「IITMユニコーン・フロンティア・ファンドI」の設立を発表している。
出典：インド商工省及び各大学ウェブサイトを基に整理
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2.2 主要政策（R&D/インフラ）
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◼民間の研究開発投資の拡大を促進する新たなスキーム「R&Dイノベーション（RDI）」を導入。

（2025年11月開始）

科学技術省（DST）のフラッグシップ・イニシアティブとして、民間部門における新興・成長分野を中心とした研究開発投資
の拡大を奨励するもの。予算規模は総額1兆ルピー（約1.7兆円）。

【ポイント】

⚫新興・成長分野（エネルギー安全保障、気候変動、量子コンピュータ、ロボット、宇宙、AI、バイオ、デジタル経済など）及

び経済安全保障や戦略目的、自立性に関連する重要技術を開発・取得する企業を支援。

⚫企業が計画する変革的プロジェクトに、低金利または無利子で長期的に資金を融資（上限50％）。

⚫新興・成長分野、戦略的分野でTRL 4以上の技術開発を行っているスタートアップ、企業、業界主導の研究開発プロジェ

クトなどが対象。

⚫ ディープテックに特化したファンド・オブ・ファンズの設立を促進。

⚫ DSTを中核としアヌサンダン国家研究財団（ANRF）内に特別目的基金を設置、ANRF理事会監督の下で資金配分。

＜RDIスキームと連携した民間の動き＞（米印VCによるディープテックSU支援団体IDTAの例）

➢ RDIスキームを受け、2025年9月、インドのディープテックSUを支援する「India Deep Tech Investment Alliance」（IDTA）の結成が発表され

た。ディープテックSUに、今後10年間で10億ドル以上の資金を提供する（IDTA公式サイト）。最近の報道では、5年間で総額25億ドル以上

を拠出、そのうち10億ドルは3年以内にAI導入に充てられる予定と報じられている（2026年2月17日付Economictimes）。

➢ IDTAの創設メンバーは、米国とインドのVCで、Celesta Capital、Accel、Blume Ventures、Gaja Capital、Ideaspring Capital、Premji

Invest、Tenacity Ventures、Venture Catalystsの8社。

➢ 投資対象は、半導体、宇宙、量子、ロボット工学、人工知能、バイオテクノロジー、医療機器、エネルギーと気候、デジタル経済の分野で活動

するインド法人の新興企業およびスケールアップ企業。 
出典：RDI及びIDTAウェブサイトを基に整理
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項目 ディープテックSUの育成を支える重要な要素＊1 インドにおける主な対応状況

政策・規制 国家の積極的な支援表明、規制サンドボックス、特許支援。 国家ディープテックSU政策の推進（2023年）。

研究・技術 研究段階から商業化までの橋渡し機会の提供。 AIミッション、半導体ミッション等の打ち出し。RDIス

キームによる民間部門の研究開発投資促進。

投資・資金調達 民間投資の資金提供機会や継続的な（特に長期間に亘

る）資金提供のインセンティブの付与。

Startup India ファンド・オブ・ファンズ2.0創設

（2026年）。

市場アクセス 政策支援による国内市場やグローバル市場への展開。 Startup Indiaによる国内外市場への橋渡し支援。

人材育成・確保 技術革新を推進するために必要な知識、専門知識、スキルの

醸成。政府主導や政府支援による高度専門人材支援。

AI、半導体ミッション等の重点政策と連携した専門

人材の育成強化。

インキュベータ/アクセラレ

ター（I/A）

政府（大学を含む）によるSUが容易に利用できる研究開発

や企業活動のプラットフォームの整備。

I/Aの数が急増。上位50大学のI/Aの70%はディー

プテックに特化（NASSCOM調べ）。

研究開発インフラ ディープテックが容易に利用できる研究開発インフラの整備。 共有ラボ、試作・実証施設の整備。

起業家精神・ベンチャー

ビルディング・

人的ネットワーク

大学・研究機関の成果を市場に移転する能力。イノベーション

とリスクテイクの文化の醸成。

成功した創業者のネットワーク。

アタル・イノベーション・ミッション（AIM）。イノベー

ションとリスクを取る起業家精神の文化を醸成。

印米主要大学に構築された学生及び卒業生の組

織的ネットワークが人脈形成や起業を後押し。

（＊1）SU育成要素は、先行研究や政策文書、業界による分析資料等を基に代表的な事項を抽出したもの。

➢ディープテックSUの育成を支える重要な要素として、国家の積極的な支援表明や規制サンドボックス、研究段階から商業化

までの橋渡し機会の提供、長期間に亘る資金提供インセンティブ、R&Dインフラ等が挙げられる（下表）。

➢近年のインドにおけるディープテックSU増加の背景要因として、大規模予算を伴う国の積極的な政策に加えて、研究インフラ

や投資環境の改善、大学や民間インキュベータ等による継続的な支援が相乗効果を発揮している状況がある。

◼ 国の積極的な政策、研究インフラや投資環境の改善、大学や民間インキュベータ等による継続

的な支援が相乗効果を発揮している。

図表2.2 ディープテックSUの育成を支える重要な要素とインドにおける対応状況

出典：政府、大学、NASSCOM等が公開する情報を基に整理。
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出典：Scopus等を基に整理

➢ インドのディープテックSUの成長要因に焦点を当てた計量分析や統計モデル分析等の理論的枠組みに基づく研究例は、

現時点では非常に限られている状況。イグジット例や統計データ等の蓄積がまだ浅いことなどが理由と考えられる。

（補足：政策やエコシステム等に関する調査資料は少なくないが、特に各個別SUレベルの研究例は乏しい。）

➢一部の研究（下表）によると、主な育成要因として、業界大手からの強力な支援、迅速な資金調達、人材アクセス、

起業家精神、柔軟な学習、学生向けサンドボックスとプレインキュベーション、研究と知識基盤、専門性の高いネットワー

ク、創業者チームの性格特性などが挙げられている。

インドのディープテックSUを対象とした計量分析・統計モデル分析等の先行例はほとんどない

図表2.3 ディープテックSUの育成要因に関連する主な先行研究例
対象 文献 目的及び分析手法 主な成功要因

成功要因全般

（インドディープテック

SU）

Can we unlock deep-tech in Indian startups for long-term success?

Sreenivasan, A., Suresh, M （インド、アムリタ大学）

Technological Sustainability  Emerald Group Publishing Limited, vol. 3(1), pages 68-75 (2024)

インドSUの長期的な成功のためのディープテックの活用についての研究

（文献調査）。

・国内の業界大手からの強力な支援、規制改革、迅速な資金調達。

成功要因全般

（インドテックSU）

Key Success Factors of Technology-Driven Startups in India: An Empirical Study

J Patel et al.（インド、ビルラグローバル大学）

Journal of Informatics Education and Research 4 (1) (2024)

インドのテック系SUの成功要因分析。起業家271人を調査（便宜

的抽出法・因子分析）。

・イノベーション、独自性、スケーラビリティ、適応性、人材へのアクセス。

成功要因全般

（インドSU）

Critical Success Factors for Startups: A Study on Mumbai-Pune Region, India

Palkar, A., & Hari, K. S. （Palkar氏はプネ大学）

AMC Indian Journal of Entrepreneurship, 4(2-3), 60–70. (2021)

ムンバイ・プネ地域のスタートアップを対象に、成功要因をランキング手

法及び階層分析プロセスにより分析。

・起業家精神。

成功要因全般

（テックSU）

Critical Success Factors Affecting the Performance of High-tech Startups: A

Flexible Learning Perspective

Kumar, P., Dwivedi, G （IITデリー校）

Global Journal of Flexible Systems Management, 26、359–380 (2025)

ハイテクSUの重要な成功要因間の相互関係について、文献調査とイ

ンタビューを行い、階層構造モデル（M-TISM）により分析。インドを

対象とするものではない。

・柔軟な学習、経験、新製品開発、イノベーション、パフォーマンス、吸収

力の６つ。

エコシステム

（IIT-Mのケース）

Promoting Entrepreneurial Universities in India: A Case Study of IIT Madras

M. H. Bala Subrahmanya, G. Arun Kumar （IIISc/IITマドラス校）

Journal of Technology Management & Innovation vol.19 no.4 Santiago (2024)

起業家精神あふれる大学（EU）として、IITマドラス校をケースにディー

プテックSU創出のプロセスとパフォーマンスを分析（パターン識別、概念

モデル）。

・学生向けサンドボックスとプレインキュベーションセルの構築、研究と知識

基盤、強力なネットワーク。

商業化

（ディープテック）

Navigating the Innovation Process: Challenges Faced by Deep-Tech Startups

Kask, J., Linton, G. （インランドノルウェー応用科学大学 ​）

In: Aaltonen, P., Kurvinen, E. (eds) Contemporary Issues in Industry 5.0. Technology, Work and

Globalization. Palgrave Macmillan, Cham.（2025）

ディープテックSUのイノベーションプロセスにおいて、商業的成功を促進

または阻害する内部要因と外部要因の相互作用を探求。インタビュー

と文献調査。スウェーデンのロボット企業2社のケーススタディ。

・ディープテックの複雑さの理解、財務情報の非対称性の軽減、適切な

人的資本、専門性の高いネットワーク、野心と調和した起業家精神。

制度・リソース

（ディープテック）

Identifying Necessary Conditions to Deep-Tech Entrepreneurship

E, A, Dionisio et al. （ブラジル、カンピナス大学）

RAUSP Management Journal 58 (2): 162–185. (2023)

ディープテックに必要な条件の分析。制度・リソース等を評価。132ヵ国

のグローバルデータを用いた必要条件分析（NCA）。

・必要条件として、政治及びビジネス環境、教育、研究開発、インフラ、

信用、貿易、多様化、市場規模、知識吸収能力。

創業者特性

（テックSU）

The Impact of Founder Personalities on Company Success

Paul X. McCarthy et al.　（シドニー工科大学ほか）

Scientific Reports 13, 17200 (2023)

テック系スタートアップの創業者特性と成果に関する統計分析

（n=21,187件）。Crunchbase、Twitter（現X）を使用。凝集型

階層的クラスタリング、多因子モデルにより分析。

・「冒険性」「開放性」等の性格特性が成功しているSUで顕著。

・性格の多様な複数の創業者によるSUの成功率が優位に高い。

・創業者チームの規模が大きいほど、成功の可能性が高まる。
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◼ ディープテックSUエコシステムにおいて、インドは先進主要国と比べても遜色ないレベル。政策、資金、

起業家教育、参入の容易さなどエコシステムの評価項目の全てで高評価。

➢起業環境に関する専門家評価でインドは13項目のすべてにおいて同一グループの平均以上の評価（右図）。

➢日本がインドと同等以上の評価を受けた項目は、「物的インフラ」と「市場ダイナミクス」の2項目のみ。同じく米国がイ

ンドと同等以上の評価を受けたのは、「商用・専門インフラ」と「社会・文化規範」の2項目のみであり、ディープテック

SUのエコシステムにおいて、インドは先進主要国と比べても遜色ないレベルにある。

出典：GEM 2024/2025 Global Report

インド日本

図表2.4 起業環境に関する専門家調査結果（日印米）

ー グループの平均

 ー 当該国の評価

【評価項目】 A1: 起業資金、A2: 企業資金へのアクセスのし易さ、B1: 政策（支援と関連性）、B2: 政策（税・官僚主義）、C: 政府起業プログラム、D1: 在学段

階での起業家教育、D2: 卒業後の起業家教育、E: 研究開発移転、F: 商用・専門インフラ、G1: 参入の容易さ（市場ダイナミクス）、G2: 参入の容易

さ（負担と規制）、H: 物理インフラ、I: 社会・文化規範。

【グループ】   米国及び日本はグループA： 1人当たりGDP＞50,000ドル インドはグループC：1人当たりGDP＞25,000ドル

米国

日本
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出典：Global Startup Ecosystem Index 2025

◼ディープテックSUエコシステムにおいて、インドは先進主要国と比べても遜色ないレベル。ベンガルール、

ニュー・デリー、ムンバイがトップ20都市にランクイン、評価の極めて高いレベルの都市を複数保有。

図表2.5 スタートアップ・エコシステムランキング上位20都市（2025年）  

ベンガルール

ニュー・デリー

ムンバイ

東京
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３．インドのディープテック・スタートアップの

代表的事例  
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⚫ ディープテックSUは、その性質上、長期の開発期間と大きな技術的不確実性を伴うことから安定した

資金調達や事業の拡大・成長、さらにはIPOやM&Aといったイグジット（出口）までの道のりは険し

く、インドにおいても出口まで到達したケースは現状ではまだ限られている状況にある。

⚫ そこで本調査では、スタートアップの一般的な出口であるIPOやM&Aに至ったディープテックSUを代表

的事例として抽出すると共に、そこまでまだ至っていないものの政府や業界団体等から一定の評価基

準の下で選定または表彰されたディープテックSUについても代表的参考事例として取り上げた。

⚫ 途中で事業の継続を断念するなどして出口に至らなかった例については、公表される情報に限りがあ

るが、VCや業界関係者の発言、専門メディアによる分析記事などを手がかりに、情報が得られた範

囲で取り上げた。

⚫ その上で、国全体の取組や環境（エコシステムレベル）および、上記により抽出した代表的事例につ

いて各SUの取組や環境（個別SUレベル）を整理する。

【留意点】

過去にうまくいっていると評価されたスタートアップのなかには、技術的困難や資金不足等により事業が

停滞したり成長が見込めなくなるケースも見られ、その時点での成否が必ずしもビジネスとしての成否を

意味しないことにも留意する必要がある。本調査に含まれるスタートアップも現時点の状況（スナップ

ショット）であることに留意。

■ 事例抽出にあたっての考え方
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出典：”Deep Tech Sector in India,” （Tracxn 2026年1月22日更新）、企業ウェブサイト等を基に整理。

➢ Tracxnによると、2025年にインドでM&Aが行われたディープテックSUは15社、2024年の7社から倍増。事業分野は

AIを始めエネルギー、ロボット、材料、宇宙、EV、ドローンなど多岐に亘る。（ハイテク分野全体では24件）

■ 2025年にM&Aに至ったディープテックSUは15社、前年度から倍増。分野は多岐に亘る。

（注）M&Aに至った大学発SUはわずかだが、IIT Madras校では、2024～25会計年度に104社の新しいディープテックSUを

育成し、年間平均60社から大きく飛躍したと発表するなど、件数自体は増大傾向にある。

図表3.1 M&Aに至ったディープテックSU（2025年）
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■ Tracxnによると、2025年中のインドにおけるディープテックSUのIPO件数は6件であった（2024年は4件） 。

主な事業分野はロボット、バッテリー。

■ いずれも産業界での実務経験や起業経験を有する技術者・経営者等による創業。前項のM&Aでもほと

んどが産業界出身者による創業。経営人材とのチーム構成が成長への鍵。（日本でも同様の傾向。IPO

に至ったSUのCEOは70％超が企業出身者等（令和４年度「大学発ベンチャー実態等調査」（経済産業省））

企業名 設立 分野 事業概要・中核技術 創業者について

Nanta Tech

（アーメダバード）
2021年 ロボット

• オーディオビジュアル、ITネットワーク、ロボット

ソリューションを提供。
• 次世代サービスロボット「Allbotix」を開発。

AIロボット、マーケティング・広告ロボット、配

送ロボット、清掃ロボットを販売。インドの 15 

以上の主要空港や病院にサービスロボットを

導入。

• Mayank Jani氏（CEO）

TE Connectivity、Kramer Electronics、

CommScope、MNT Info Vision等のグローバ

ルテック企業を経て、Nanta Techを創業。

グジャラート大学（工学）、シンビオシス遠隔

教育センター（経営管理大学院）出身。

SS Innovations 

International

（HQグルガオン）

2015年 ロボット

• 低侵襲手術用ロボットシステム（代表例：

SSi Mantra 3）、手術器具等の開発、製

造。従業員約480人（2025年10月現

在）。

• 遠隔指導・遠隔メンタリングプラットフォームを

利用し、外科医、助手に外科ロボット技術

のトレーニングも提供。（NASDAQ上場）

• Dr. Sudhir Srivastava（会長兼CEO）

40年以上の経験を持つロボット心臓外科医。

ブリティッシュコロンビア大学、シカゴ大学、アライ

アンス病院に所属。

（手術支援ロボット「ダヴィンチ」の共同開発者

Frederic Moll氏が副会長。）

出典：各社ウェブサイト等を基に整理。IPO企業名は”Deep Tech Sector in India” （Tracxn 2026年1月22日更新）による。

図表3.2-1 IPOに至ったディープテックSU（2025年）1/3
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企業名 設立 分野 事業概要・中核技術 創業者について（含共同）

Matrix-Geo

（ニューデリー）
2008年

地理空間

情報システム

• ドローン、衛星等を用いた測量、監視、データ

分析ソリューションの提供。

• 鉄道、高速道路、鉱業、水資源、送電線、

都市計画等多岐にわたり、企業や政府機関

のインフラ開発と資源管理の最適化を支援。

• 従業員数22名（2024年10月末）

• Rahul Jain氏（代表取締役）

SKYNETRA社等複数企業での経営経

験を有する。シンビオシス経営大学院出

身（MBA）。
• Amit Sharma氏（常勤取締役）

Tata Consultancy Services（TCS）

等の複数企業での実務経験を有する。

Govind Ballabh Pant 工科大学（電

気工学）出身。

ATC Energies 

System

（ムンバイ）

1998年 バッテリー

• EV、ドローン、ロボット、医療機器等向けリチウ

ムイオンバッテリーの開発・製造。

• 国のグリーンエネルギー導入と自立を目指す国

家ミッションに合わせ、EV、再生可能エネル

ギー、産業用アプリケーションなど複数分野で

事業を多角化。

• 従業員数51人から100人（公式サイト表記

のまま）。

• Sandeep G. Bajoria氏（会長兼代表

取締役）

25年以上の起業家経験を有する。

ボンベイ大学（商学部）出身。

図表3.2-2 IPOに至ったディープテックSU（2025年）2/3（続き）

出典：各社ウェブサイト等を基に整理。IPO企業名は”Deep Tech Sector in India” （Tracxn 2026年1月22日更新）による。
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企業名 設立 分野 事業概要・中核技術 創業者について（含共同）

Maxvolt

Energy

（デリー）

2019年 バッテリー

• EV、エネルギー貯蔵システム、医療機器等向

けリチウムイオン電池パックの開発・製造。

• 材料回収、再利用、高需要アプリケーション

への対応を通じて循環型で収益性の高いライ

フサイクルの実現を目指す。

• 従業員数200名超。

• Bhuvneshwar Pal Singh氏（CFO）

Wish kart社等を経て創業。チャトラパティ・

シャフジ ・マハラジ大学（商学）出身。

• Vishal Gupta氏（CTO）

マナフ・バルティ大学（機械工学）出身、

IITデリーでEV技術上級プログラム終了。

• Satendra Shukla氏（事業開発責任者）

他企業で事業開発の経験を有する。ウッタ

ル・プラデーシュ工科大学（MBA）出身。

CLN Energy

（ノイダ）
2019年 バッテリー

• カスタムEVバッテリー・電動パワートレイン部品

の開発・製造。（旧JLN Phenix Energy）

• 電気自動車の航続距離の延長、強靭な通

信ネットワークの確保、データセンターのバック

アップなど、低炭素社会の実現に向けて、安

全で効率的かつ拡張性の高いエネルギーソ

リューションを提供。

• 従業員数200名超。

• Rajiv Seth氏（会長）

20年以上にわたる経営、起業の経験を有

する。クルクシェトラ大学（電子通信工

学）出身。

図表3.2-3 IPOに至ったディープテックSU（2025年）3/3（続き）

出典：各社ウェブサイト等を基に整理。IPO企業名は”Deep Tech Sector in India” （Tracxn 2026年1月22日更新）による。
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➢ 政府イニシアチブ“Startup India”（2016年開始）の下、2020年以降毎年実施されている。同賞は、経済成長、

社会への影響、イノベーションに貢献する高い潜在能力を持つスタートアップを表彰するもの。

➢ 第5回目となるNSA 5.0（結果発表は2026年1月）では、20のカテゴリーのひとつに「ベスト・ディープテック・スタート

アップ賞」が設けられ、太陽光パネル用ナノコーティング技術を開発するTriNano Technologies社（１社）が受

賞した。カテゴリーにディープテックが設定されるのは今回が初めて。

分野 事業概要・中核技術 備 考

ナノ材料

⚫ 太陽光パネル用ナノコーティング技術。

⚫ 0.4ミクロンの3D量子クラッディング（固体

ナノコーティング）が主力製品。

⚫ エネルギー出力を最大4%向上、クリーニン

グの必要性を50%削減、パネル寿命を2～

3年延長。

⚫ 2022年設立。シードステージ。ナビムンバイ拠点。産業界での経験を持つ

技術者・経営者等により創業。

⚫ IITボンベイ校のイノベーション・アントレプレナーシップ協会（SINE）により

育成されたスタートアップ。但し、同大学発ではない。

⚫ 国立太陽エネルギー研究所（NISE）、IIT-Bombay校の国立太陽光

発電研究教育センター （NCPRE）にて技術の検証及び試験を実施。

⚫ Forbes India (2024年版)「トップ100スタートアップ」に選出。

■ 「国家スタートアップ・アワード（NSA）」において、ベスト・ディープテックSU賞が初設定。

【受賞企業】 TriNano Technologies（ナノ材料）

出典：National Startup Awards 5.0ウェブサイト及びTriNano Technologies社ウェブサイトを基に整理。

図表3.3 国家スタートアップ・アワード受賞企業
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➢ 知的財産 (IP) を経済的価値と社会的価値に変える革新的かつ創造的な企業を表彰するもの。2022年の開始

から2025年で4回目となる。

➢ 2025年は、95 か国、780 件の応募（過去最高）から10名が受賞。スタートアップ部門において、ヘルスケア・ス

タートアップのGlovatrix社がインドとして初受賞。

分野 事業概要・中核技術 備 考

ヘルスケア

⚫ インド手話（ISL）をリアルタイムで音声および書き言葉に翻訳

するAI搭載のウェアラブルデバイスの開発。

⚫ センサー技術、機械学習アルゴリズム、ユーザーインターフェース設

計に関する特許技術により、コミュニケーションギャップを埋め、イ

ンクルーシブな社会の実現を目指す。

⚫ 2021年設立。プレシードステージ。社会的課題解決

のため、データサイエンティストと共同で創業。大学発

SUではない。

⚫ 創業者のAishwarya Karnataki氏は、WIPO第1回

最優秀若手起業家賞も受賞している。

■ 世界知的所有権機関（WIPO）Global Awards 2025にてインドのSUが初受賞。

【受賞企業】 Glovatrix（AI搭載デバイス）

出典：WIPO Global Awards

図表3.4 WIPO Global Awards受賞企業
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■ 産業界 の「Nasscom Emerge 50」において、ディープテックSU50社を毎年表彰。

➢ インド・ソフトウェア・サービス企業協会（NASSCOM）が2010年から毎年、インドで最も革新的で技術の限界を押し広

げるディープテックSU50社を選定し表彰するもの。今回で15年目。これまでに11のユニコーン企業が誕生。

➢同賞では、経済成長を牽引するだけでなく、社会技術の転換を促す役割も重視。選定基準として、科学的根拠と技

術革新の強度、研究開発などに加え、商業化モデルや創業チームの知識と経験が含まれ、多角的に評価。

✓ 応募件数567 件。50社が選定。

✓ 受賞者のうち 12 名は Tier 2 及び Tier 3 都市出身。

✓ 38 のSUがすでに収益を上げており、42 社が資金を確保、

そのうち 21 社は助成金による。

✓ 受賞者の16 名が女性創業者。
（出典：NASSCOM DEEPTECH FACE BOOKを基に整理）

図表 3.5 受賞企業トップ10（50社のうち上位10社）
【選定における評価基準】

•科学的根拠と技術革新の強度

•研究開発

•潜在的なインパクトと拡張性

•商業化戦略とビジネスモデルの明確さ

•創業チームの専門知識と経験

【応募資格・主要件】
•設立後10年以内（2015年3月以降に設立）で、インド国内

に本社または活動拠点を置く独立企業。

•少なくとも 2 人のメンバーでチームを構成していること。

•産業、社会、環境における現実問題への対処や、全く新しい

市場機会を創出していること。

•新しく設立した企業からシリーズAに到達した企業まで、あるい

は商用化初期段階にある企業で、開発の初期段階にあること

（TRL 2/3～TRL 8/9） 。

出典：Nasscomウェブサイトより抜粋整理

No. 企業名 カテゴリー

1 Capsber Agriscience 農業・食品

2 Peptris Technologies バイオ（AI）

3 UrjanovaC エネルギー・気候

4 Oniber Software エンタープライズ（AI）

5 SCIKIQ Data エンタープライズ（AI）

6 Lifespark Technologies ヘルステック

7 Astrikos.ai 製造・ロボティクス（AI）

8 Drishya AI Labs 製造・ロボティクス（AI）

9 EyeROV
製造・ロボティクス

（ロボット/AI）

10 Mowito Automation
製造・ロボティクス

（ロボット/AI）

上
位
10

社
中
7

社
がA
I

を
活
用
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企業名 カテゴリー（分野） 設立年 事業概要・技術・特徴等

1
Capsber

Agriscience
農業・食品

2022年

シード

次世代農業用生物製剤を提供。肥料使用量の削減、土壌の健全性の回復で生産性向上。

持続可能なグローバル農業を目指す。C-CAMP（細胞分子プラットフォームセンター）が支援。

2
Peptris

Technologies

バイオ

（AI）

2019年

シード

AI を用いた 前臨床医薬品発見プラットフォームを提供。AIにより実験コストを削減。4～5年、

6億ドルかかる前臨床期間を24ヶ月未満、50万ドルに短縮。C-CAMPにてインキュベート。

3 UrjanovaC エネルギー・気候
2023年

プレシード

CCUS技術によりCO2 を貴重な化学物質に変換。産業の脱炭素化・インドのネットゼロ目標

達成の加速に貢献。2名の創業者はIIT Bombayの教員。同大学発スタートアップ。

4
Oniber Software

(pi-labs)

エンタープライズ

（AI）

2020年

未調達

AIを搭載したMade in India製ディープフェイク検出エンジンを提供。あらゆる形式のディープフェ

イクを高精度で検出。

5 SCIKIQ Data
エンタープライズ

（AI）

2023年

未調達?

散在する企業データを AI対応基盤に変換する統合データ・プラットフォームを提供。レガシーシス

テムの4倍の速度でデータを統合、管理、活性化。

6
Lifespark

Technologies
ヘルステック

2018年

シード

神経系疾患向け医療機器・管理プラットフォームを提供。パーキンソン病の在宅ケアマネジメン

トのためのデジタル・ヘルス・ソリューションを構築。IIT Bombayに拠点。同大SINEが育成・支援。

7 Astrikos.ai
製造・ロボティクス

（AI）

2018年

シード

スマートシティ、ビル、インフラ向けのエージェント型AIプラットフォームを提供。AIにより運用コスト

やダウンタイムを3～4割削減し、都市や産業の管理方法を変革。

8 Drishya AI Labs
製造・ロボティクス

（AI）
2019年
プレシード

産業資産のためのコンピューティング基盤を構築、大手エネルギー企業、公益事業、化学プラン

ト向けに、大規模な生成AIと自動化を推進。

9
EyeROV (IROV 

Technologies)

製造・ロボティクス

（ロボット/AI）

2016年

シード

水中検査ロボットを開発。商用水中ドローンとしてはインド初。防衛、エネルギー、海洋、環境

の各分野で効率的な検査ソリューションを提供（コストを最大60%削減）。

10
Mowito

Automation

製造・ロボティクス

（ロボット/AI）

2021年

未調達

ロボットアーム向けフィジカルAIの開発。ロボットアームに人間のような知覚を付与し工場の自動

化を加速。自動車、電子機器、医療の分野で生産性を向上。

■ 「Nasscom Emerge 50」 （2025年）受賞トップ10企業の概要－10社中7社がAI関連

（ 「Nasscom Emerge 50」 ウェブサイト等を基に整理）

➢ 10社の事業分野は農業、バイオ、エネルギー、ヘルス、ロボットなど多岐に亘るが、10社中7社がAIをベースとしている。

➢いずれも商用化初期段階（応募要件）にあり、現時点でビジネスとしての成功を裏付けるものではないが、技術、社会・

市場に対する潜在的インパクト、ビジネスモデル、創業チームの知見や経験等が評価されたものと捉えられる。

図表3.6 「Nasscom Emerge 50」受賞トップ10企業
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■ 2025年に事業継続を断念したインドのSU（含ディープテック）は25社（一例）

企業名 技術分野 設立 理由（課題・困難等）

CodeParrot AI（LLM） 2022
2025年に共同創業者が事業停止を発表。Y-convinatorの支援の下、シード期に50万ドルを調

達したが、技術リスクやマネタイズの困難で事業継続を断念。

Subtl.ai 生成AI 2019
創業者によると、閉鎖の理由は、新たな資本を調達できなかったこと、市場へのフォーカスが不足し

ていること、インフラの販売戦略・市場投入戦略とのこと。

Log9 Materials EVバッテリー 2015

バイオテクノロジー庁の「細胞・分子プラットフォームセンター」（C-CAMP）のスタートアップ（グラフェ

ンの商業化）として設立。一時スーニコーン企業入りしたものの、技術転換やビジネスモデルの誤り、

競争力低下等により失墜。「Make in India」推進における警鐘例と報じられている。

BharatAgli アグリテック 2013
新たな資金調達ラウンドで600万ドルから800万ドルの調達を目指していたが、新たな資金を獲得

できず閉鎖したと報じられている。 

ASTRA AI 2023 共同創業者間の意見の不一致により事業を停止。信頼の欠如とAIエージェントの増加が顧客の

間に混乱をもたらしたとのこと。

➢ディープテックSUは、一般的に技術的リスクや事業化リスクが高く、立ち上げても事業の拡大や成長軌道に至らず途

中で撤退を余儀なくされるケースも少なくない。一例として、Inc42が公表した2025年に事業継続を断念したインドの

SU25社より、断念に至った理由等が判明したディープテックSUを以下に示す。

出典：業界誌等の公開情報を基に整理

（補足）商工省産業国内取引促進局（DPIIT）は、2025年10月31日現在、スタートアップ・インディア・イニシアチブに基づき197,692件をスタートアップ企業として認定している。

2025年10月31日現在、企業省（MCA）の統計によると、認定スタートアップ企業6,385社が閉鎖（解散／登録抹消）と分類されている。

図表3.7 事業を停止・撤退したSUの例
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【エコシステム・SU育成環境】
➢ インドはディープテックSUの効果的な育成において、他の先進主要国と比べても遜色ないレベルにある（GDP５位、論文数

３位で両指標とも数年前はかなり下位に位置していたにも係わらず、ディープテックSUは５位）。

➢ 国家ミッションなど国の積極的な政策、規制・制度や資金調達環境の改善、R&Dインフラ、インキュベータ等の拡充が

ディープテックSUの創出・育成を下支えしている。

【牽引分野】
➢ AIがディープテックSUの創出を牽引している。2025年、AIはディープテックSU数の84%、ディープテックSU資金調達の91%を

占めた（図表1.3）。

【出口傾向】
➢ インドのIPO・M&Aが全体的に活況を呈するなか、IPOやM&Aに至ったディープテックSUはまだ一部に限られており（2025

年の実績でM&Aが15件、IPOが6件）、潜在的な拡大余地が考えられる。また、必ずしもAI分野が多いわけではなく、EV、

ロボット、エネルギー、ドローンなど多様な分野に及ぶ。

（AIは、単独ではなく、EVやロボットなど他の分野に組み込まれて活用される場合が少なくい点に留意する必要がある。）

➢ IPOやM&Aに至ったディープテックSUの創業者を見ると、大半が産業界での経験を有する技術者と経営者の共同チームの

形であり、大学卒業直後に起業したSUがIPOやM&Aに至った例はまだほとんど見られない。（IIT等を卒業した創業者は

少なくないが、米大手企業等での経験を経てから起業するパターンが多い。）

◼ インドのディープテックSUの育成環境は、他の先進国と比べても遜色ないレベルにある。AI分野

がSU数、資金調達額を牽引。

◼ 出口（IPO・M&A）に至ったディープテックSUはまだ限られるが、拡大傾向にある。出口に至っ

たディープテックSUの創業者は、多くが産業界での経験を有する技術者・経営者等による共同

創業。
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■ SUの育成を支える重要な要素

【エコシステムレベル】

➢ 政策・制度、研究開発資金を中心に国・州レベルでの支援は拡充してきている。

➢ ディープテックSUエコシステムにおいて、インドは先進主要国と比べても遜色ないレベルにある。（国内専門家による自国評

価では、他の主要国と比べ高く評価（起業環境に関する専門家評価GEM（2025年））

➢ 米国との人的ネットワークも強み。印米の主要大学に構築された学生及び卒業生の組織的ネットワークが、両国内及び両

国間における人脈形成や起業を後押しすることに寄与（一種のSU支援エコシステムとして機能。34項付録参照）。

【各個別SUレベル】

➢ IPOやM&Aに至ったディープテックSUの多くが、産業界での経験を有する技術者と経営者の共同による創業。政策や規制、

資金調達、インフラ等に加えて、経験豊富な創業者チームの人的構成が重要な役割を発揮している。

■ SU育成における課題

【エコシステムレベル】

➢ 一般的なSUが抱える課題への対応に加え、ディープテック特有の技術的不確定性、長期に亘る資金調達や市場アクセス

の困難さ等への対応が必要である（事業継続断念の事例からも裏付けられる課題）。

➢ディープテックSUが社会にもたらす真のインパクトを計測し的確に反映する、新たな指標の導入も課題。

成功の尺度は、市場の優位性などだけでなく、既存のシステムを根本的に再構築する能力で測られるべきである

（NASSCOM）といった指摘が産業界からもなされている（次項参照）。

【各個別SUレベル】

➢ 創業者メンバーの特性がそれぞれのSUで異なるなか、経営等の組織運営上の経験不足等をどのように補うかが成否を分

ける鍵であり、指導者の確保や経験蓄積、能力向上等の育成が課題となる。

➢ SU育成の知見をSUエコシステムを構成する各主体間で共有し、効果的に活用することが今後の課題である。
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出典: “From Convenience to Invention – Deeptech Start-Ups Shaping India’s Future,” 2025年5月（NASSCOM）を基に整理。

◼インドの業界団体NASSCOMは、国家の重要課題に取り組む多くのディープテックSUが、従来の評

価指標から見落とされていると指摘。スケールの早さではなく、真のインパクトを再定義し社会のシス

テムを根本的に再構築する能力で評価されるべきと指摘している。（以下にポイントを抜粋）

● 消費者向けアプリケーションを超えて、重要な課題に取り組むインドの技術主導SU

➢ 消費者向けSUの拡大で、インドのSUは主に都市部のエリート層向けアプリに集中しているという認識が広まっている。

➢ 実際には、インドのSUエコシステムは国家建設に深く根ざしており、多くの創業者が重要な課題に取り組んでいる。

➢ これらのSUは、国家の優先事項に加えてSDGsにも合致、最も差し迫った社会経済的・環境的課題へのソリューションをもたらしている。

● 先進技術を活用した影響力のあるスタートアップの拡大戦略

1. インドの大企業と公共機関は、インドを第一に考えて重要課題を解決するSUのパイロットパートナーとして、積極的に活動すべきである。

2. 分野別サンドボックスや集中イノベーションゾーンを中心に地域密着型の市場開拓活動を展開する必要がある。

3. ディープテック専門のファンド・オブ・ファンズには、成果に基づく資金調達や政府調達保証も含める必要がある。

4. アフリカ、南米、東南アジアなどの市場と関連性のあるソリューションにより重点を置くべきである。

5. 州政府、協同組合、CSR部門との提携を進めるべきである。

6. 国立研究所、防衛機関等主要研究機関は、SUからのスピンアウト、知的財産ライセンス供与、チャレンジグラントを通じて、商業的成果を追求

する方向へと転換する必要がある。

7. メンターシップネットワークには、SU創業者やVCだけでなく、DRDOの科学者、気候経済学者、半導体エンジニアも含める必要がある。

8. イノベーションと持続可能性を教育カリキュラムに統合できるような教育改革を検討すべきである。

● 結論：真のインパクトを再定義し、より広い視点でインドのスタートアップを評価すべき

➢ SUに対する従来の指標は、最も速くスケールするものを重視し、最も根本的にスケールするものを見落としている。

➢ ディープテックやミッション主導のSUは、スケースアップへの道のりが長いため、成功の尺度はユーザー獲得曲線、ブランディング、市場優位性だけ

でなく、医療、農業、エネルギー、公共インフラ、防衛インフラ等におけるシステムを根本的に再構築する能力で測られるべき。
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① 日本のディープテックSU及びSU支援の取り組みに対する示唆・留意点

➢ インドでIPOやM&Aに至ったディープテックSUの大半は、産業界で経験を有する技術者と経営者による共同創業であり、

経営人材の参画が成長に不可欠であると言える。この点は日本でも課題となっているところ、インドの創業パートナーのマッ

チングの鍵となる事項（経営を担う指導者の確保や経験蓄積、能力向上等の育成）を学ぶことは有益であると考える。

➢日本では、失敗に対する負の評価が強い一方、インドでは再挑戦マインドが高い。日本の負の評価偏重のマインドの修正

や再調整の機会付与のために、日印の積極的な人材融合やこの観点からのインドのアントレプレナーシップ教育の導入が

有効である。

→ 専門家調査（図表2.4）から、日本は「起業家教育」と「社会・文化規範」において、同一グループの平均評価点を大き

く割り込む一方、インドは平均点を超えている。例えば、年間100件を以上のディープテックSUを育成するIIT-Madras校な

どと協力して、起業家マインドの育成・強化をインドに学ぶことは意識変化の有効な対策となる。

② 日印協力の促進に資する示唆・留意点

➢日本の強みとインドの強みを組み合わせ、相乗効果を発揮することにより、世界市場で有利に戦えるような、日印連携に

よるディープテックSUの創出・育成を図れるよう模索する。

→ 日本の強み：製造業、高度な技術力と研究開発力

→ インドの強み：ソフトウェア産業、社会課題解決とリープフロッグ型産業展開

➢経済安全保障上重要となるレアアースの代替品や代替手法開発等の政府の強力な支援による日印の共通課題を解決

するためのディープテックSUの創出・育成のための協力を推進する。

➢グローバルサウス等の潜在市場を日印の共通ターゲットとしたディープテックSUの創出・育成のための協力を進める。

→ 想定ケース：インドの農業用センシング技術（IT）と日本の水管理技術（製造・管理）を組み合わせた域外展開。
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■ インドと米国の間で構築された人的ネットワークがSUの育成に寄与している。

➢ 例えば、インド工科大学（IIT）には卒業生ネットワーク「PanIIT」が設置されているほか、米スタンフォード大学にも同

窓会組織の「SAE India」や起業支援組織の「StartX」などが存在（下図参照）。起業家と卒業生間のネットワー

キングやメンタリング、起業に向けたアクセラレータなどの役割を果たしている。

（3.4項「SUの育成を支える重要な要素と課題」補足）

出典：Stanford大学・機関ウェブサイト等を基に作成
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＜スタンフォード大学のスタートアップ支援組織の例＞

スタンフォード大学同窓会組織。

起業家と卒業生投資家の関係構築を通じ、

同大学のスタートアップコミュニティの強化を目

指している。2010年設立。

共同創設者：Paula Mariwala氏

VCのSeedfund Advisorsマネージングディレクター

スタンフォード大学卒（応用物理学修士）、ムンバイ・

セント・ザビエル大学理学士（物理学）。国連インド

女性起業家ネットワーク、アドバイザー。

● Stanford Angels & Entrepreneurs India

（SAE India） インド拠点

●起業家支援団体「StartX」

米国拠点

スタンフォード大学の創業者のためのアクセラ

レータ。

同大学の卒業生と教授を対象とした StartX

フルタイム 3 か月プログラムを提供。 2009年

設立。

学生起業家研修フェローシップとして、最大 9,000 ド

ルを資金援助。

ビジネス開発及びパートナーシップ担当責任者はイン

ド系のDarsh Singh Mann氏。

（注）StartXは、JETROと内閣府による「国内スタートアップ

向け海外展開支援プログラム：グローバル・スタートアップ・ア

クセラレーションプログラム（GSAP）」において、日本のSU向

けに「AIコース」を提供。

https://www.jetro.go.jp/services/gsap.html

出典： SAE Indiaウェブサイト、StartXウェブサイト

https://stanfordangels.co.in/

https://web.startx.com/
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＜インド工科大学（IITs）卒業生ネットワークの例＞

● PanIIT Alumni India（PanIIT）

• 国内23のIIT卒業生間の強固なネットワークと連帯感を育むことを目的するプラットフォーム。

• ネットワーキング、メンターシップ、キャリアアップの機会を提供するイベント、カンファレンス、セミナーを開催。

• 様々なイニシアチブやプロジェクトを通じて、起業家精神及びイノベーションの促進、社会開発イニシアチ

ブの支援、学生や起業家志望者へのメンターシップとガイダンスの促進等を行う。

• インド以外に米、加、英、韓、シンガポール、オーストラリアでも活動。

2026年4月、カリフォルニア 2025年1月、ムンバイ 2024年7月、オンライン

＜最近の主なイベント＞

2026年4月22日～25日、IIT創立75周年記念カンファレンス「IIT2026」が米カリフォルニア州にて開催される予定。

出典： PanIIT公式サイト、IIT2026公式サイト
https://www.paniit.org/

https://www.iit2026.org/
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1. インドのスタートアップの世界における位置付け

- インドのスタートアップ・エコシステムとディープテック・スタートアップ振興策

https://spap.jst.go.jp/investigation/downloads/2024_rr_01.pdf

- 令和5 年度グローバル・スタートアップ・キャンパス構想関連調査成果報告書

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/campus/yusikisya_kaigi/dai5/siryou3-1.pdf

- スタートアップ・エコシステムの現状と課題（ディープテック分野を中心として）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/campus/yusikisya_kaigi/dai2/siryou4.pdf
- NDIAN TECH START-UP REPORT 2025

https://community.nasscom.in/index.php/communities/nasscom-

insights/momentum-maturity-indias-tech-startup-ecosystem-strategic-

inflection-point-India-tech-startup-report-2025

- Indian DeepTech Startup Landscape Report – 2023 (June 2024）

https://nasscom.in/knowledge-center/publications/weathering-challenges-

indian-tech-start-landscape-report-2023

2. インドのディープテックSU政策の動向

- Road to Recovery, Indian Tech Startup landscape 2024

https://nasscom.in/knowledge-center/publications/road-recovery-indian-

tech-start-landscape-2024

- DRAFT National Deeptech Startup Policy 2023

https://psa.gov.in/CMS/web/sites/default/files/process/NDTSP.pdf

- India AI Mission

https://indiaai.gov.in/

- National Quantum Mission

https://dst.gov.in/national-quantum-mission-nqm

- India Semiconductor Mission

https://ism.gov.in/

- India Fund of Funds 2.0

https://www.pib.gov.in/PressReleasePage.aspx?PRID=2227994&reg=3&lang

=2

- IIT Bombay Y-Point Venture Capital Fund

https://www.iitb.ac.in/breaking-news/sine-iit-bombay-launches-indias-first-

incubator-linked-deep-tech-vc-fund-worth-inr

- IITM Unicorn Frontier Fund

https://www.iitmunicornfrontier.com/

- RDI Scheme

https://dst.gov.in/rdi-scheme/research-development-and-innovation-rdi-cell

- Startup India

https://www.startupindia.gov.in/

- GEM 2024/2025 Global Report (GEM Global Entrepreneurship Monitor)

https://www.gemconsortium.org/

- Global Startup Ecosystem Index 2025

https://lp.startupblink.com/report/

3. インドのディープテック・スタートアップの代表的事例

- Deep Tech Sector in India (Tracxn)

https://platform.tracxn.com/a/dashboard

- National Startup Awards 5.0

https://www.startupindia.gov.in/content/sih/en/nsa2025.html

- WIPO Global Awards 2025

https://www.wipo.int/en/web/awards/global/2025

- Nasscom Emerge 50

https://nasscom.in/emerge50-2025/

- Powering the Next Big Leap with India's Next-Gen Deep Tech, Emerge 50 

AWARDS 2025 NASSCOM

https://nasscom.in/emerge50/pdf/emerge50-2025.pdf

- From Burn To Breakdown: 25 Startups That Shut Down In 2025

https://inc42.com/features/25-indian-startups-shut-down-in-2025/

- From Convenience to Invention – Deeptech Start-Ups Shaping India’s Future 

(NASSCOM)

https://nasscom.in/knowledge-center/publications/convenience-invention-

deeptech-start-ups-shaping-indias-future

付録

- Stanford Angels & Entrepreneurs India（SAE India）

https://stanfordangels.co.in/

- StartX

https://web.startx.com/

- PanIIT Alumni India

https://www.paniit.org/
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